
開講年次 単位数
時　間

(1単位中）
授業形態

2年次後期 1 15 講義・演習

回

1.　事例提示
　　・高齢者の加齢変化
　　・健康障害が及ぼす影響
　　・生活を整える具体的支援

1.　事例Aさんの理解
・高齢者の健康と高齢者を取り巻く社会・老年期の特徴

・高齢者医療に確保に関する法律
・介護保険法の目的
・基本的日常生活活動
・認知症高齢者の日常生活自立度
・障害高齢者の日常生活自立度判定
・高齢者の権利擁護

1.　事例Aさんの理解
・介護老人福祉施設の特徴
・介護老人保健施設の特徴
・介護付き有料老人ホームの特徴
・介護保険サービスを受けるためには？
・介護保険サービスの流れ
・介護認定の特徴
1.　事例Aさんの生活を知る
・基礎情報整理
・生活環境を知る
・具体的支援

7 1.　事例Aさんの生活を知る
・基礎情報整理
・生活環境を知る
・具体的支援

8 ・まとめ

系統看護学講座　老年看護学：医学書院

系統看護学講座　老年看護病態・疾患論：医学書院

国民衛生の動向

老年看護ぜんぶガイド：プチナース2020年5月臨時増刊号

レビューブック

指定された用紙に記述したものを決められた期日に提出する.

評価表に従い教員が評価し、本科目の評価とする.

特記なし

参考図書

評価方法

備考

6 事例検討演習

事例検討演習

事例検討演習

テキスト

具体的事例を検討し、「老いを生きる」対象を支える社会資源やその生活を整える意味を知る.

授
業
の
概
要

授　　業　　計　　画

1～3 健康障害のある高齢者の特徴と起こり
うる生活を整える

4 事例検討演習

5 事例検討演習

授業科目 担当教員

老年看護学Ⅱ 渕上　真粧美

授　　業　　目　　標

高齢者の強みを活かした具体的支援の方法を導き出し、実践を通して「老いを生きる」対象への看護を
考える.



時間
(1単位中)

益留トモ子 2年次後期 1 15 講義

回数

8

国民衛生の動向

老年看護ぜんぶガイド：プチナース2020年5月臨時増刊号

レビューブック

系統看護学講座　専門分野Ⅱ　老年看護病態・疾患論(第4章）

7

　2)家族への支援

エンドオブライフケア

老年看護学　8章
348P～357P

参考図書

評価方法 科目終了筆記試験

授業の概要

評価 筆記試験

テキスト

1.　高齢者におけるエンドオブライフケア
2.　「生ききる」ことを支えるケア
3.　意思決定への支援
　1)高齢者の尊厳をまもるための支援
4.　末期段階に求められる援助
1)高齢者の末期段階における身体的変化とアセ

スメント

5・6

1.　高齢者と医療安全
1)高齢者と医療事故 2)高齢者特有のリスク

要因
3)高齢者がみまわれやすい医療事故と対応の実

際
2.　高齢者と災害
　1)災害における高齢者の脆弱性
2)災害フェーズと支援
　①避難所での高齢者の支援

老年看護学　10章
388P～405P

4

1.　治療を担う医療施設の状況
2.　入院に伴う環境の変化と高齢者への影響
3.　入院初期の援助　　　4.家族への配慮
5.　チーム医療　　　6.　退院調整・退院支援

2・3

①高齢者のうつ(病)　　②臨床的特徴　　③看護
2)せん妄
①臨床的特徴 ②せん妄のリスク要因 ③看
護
3)認知症

　⑤認知症の看護
2.　認知症リハビリテーション

1.　認知症
　1)認知症の概念　　2)認知症の症状
　3)認知症の診断に必要な検査
　4)認知症をきたす疾患の診断と治療
(アルツハイマー病・血管性認知症・レビー小

体認知症)
　5)軽度認知障害　　6)認知症の予防
2.　脳血管障害

・認知機能に障害のある高齢者及び家族の状態を理解し、状態に応じた看護の方法を学ぶ。
・入院治療に伴う環境の変化にある高齢者の状態を理解し、その看護の方法を学ぶ。
・災害における高齢者の脆弱性を理解し、高齢者とその家族の状態に応じた支援を学ぶ。
・生ききることを支える老年看護の役割を学ぶ。

題目 授業計画

高齢者の疾患の特徴

老年看護　病態・疾病
論　4章

135P～161Ｐ

1

授業科目 担当教員 開講年次 単位数 授業形態

老年看護学Ⅱ

系統看護学講座　専門分野Ⅱ　老年看護学　医学書院(第6章C・第7章・第8
章・第10章)

健康逸脱からの回復を
促す看護

老年看護学　6章
282P～315P

入院治療を受ける高齢
者の看護

老年看護学　7章
339P～344P

高齢者のリスクマネジ
メント

　①認知症とは　　②認知症の症状(中核症状)
③認知症の病態・診断・治療 ④認知機能評

価

1.　認知機能障害のある高齢者の看護
　1)うつ(病)


